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なく手術開始 した . 麻酔開始後3 時間より心室性

期外収縮がみ られ, R o n T より T d P 型の V T へ 移

行, Vf となり直流除細動を施行した . リ ドカイ ン
,

硫酸マ グネ シ ウ ム の持続静注を開始, 手術終了後,

麻酔か ら覚醒 , IC U へ 入室 した . V T 発作の 原因

と して
, 術後性完全肩書 ブ ロ ッ ク に よ る後天性

Q T 延 長症候群が 考え られ た . 今回 の V T 発一作の

誘因と して , 麻酔薬の Q T 延長作用, 手術の ス ト

レ ス
, タ ニ ケ ッ トの 影響, 麻酔深度など考えられ

る が
,
メ カ ニ ズ ム につ い て考察が必要だ.

4 　 人 工 弁 機 能 不 全 に よ り 人 工 心 肺 離 脱 が 困 難 で

あった二弁置換術の麻酔経験
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僧帽弁 ( M 弁) 及び大動脈弁 ( A 弁) 置換術

にお い て
, 大動脈人工弁機能不全 にて 人工心肺か

らの 離脱が 困難であ っ た症例を経験 した .

症例は 72 歳, 男性. A R Ⅲ度, A S 中等度, M R

Ⅲ度に て A 弁およ び M 弁置換術が 予定され た .

な お
,
心筋生検で 拡張型心崩症 が 疑われて い た .

人 工心肺か ら 4 回離脱試み るも離脱不能. M 弁の

弁輪カ フ に対 し A 弁の hin g e li n e が直交 して い た

こ とによる A 弁の 開放制限が原因で あ っ た . 離脱

時, 軽食道エ コ
ー により M 弁の 開放性は確認 し

え た が多重 エ コ ー に より A 弁 の 評価が不 十分 で

あり, 術前に拡張型心筋症 の 疑い が ある こ とか ら

離脱困難の 原因を単純に心機能低下によ るもの と

して誤 っ た診断を した . M 弁, A 弁の 二弁置換に

おい て
, それぞれの弁の位置関係で人工 弁の機能

障害の可能性が ある .

一 方 , M 弁の 多重 エ コ
ー

に

より A 弁の評価が容易で な い 可能性が あり, その

描出に努力を払わなければならない と痛感させ ら

れ た .

5 　 ミ ク ロ ， マ ク ロ シ ョ ッ ク が 疑 われた術中心停止
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患 者は 62 歳男性, 肺癌の た め左上乗切 除を予

定され た . 硬膜外とプロ ポフ ォ ー ル にて麻酔を維

持して い た が , 術者が葉間を分 け始める と低血圧

傾向と なり , 電気 メ ス の 音ととも に心停止 した .

心 マ ッ サ ー ジにて
,
3 0 秒後に自己心拍は再開, 術

後呼吸器管理 と した ものの , その 後は後遺症なく

経過 し, 術後 1 5 日目に退院した . 心停止 の 発生頻

度は 0 .07 - 0 .2 8 % の 範囲に 入る . 原因と して は

術操作, 患者の術前状態, 麻酔がある . 本症例で

は , 肺門部を剥離中であ っ た こ とか ら , 迷走神経

反射や 電気メ ス による シ ョ ッ ク が考えられた . 電

気 メ ス に 関 して は C F 形 の もの を使用 して おり ,

その 後の 点検で は異常が 認 め られなか っ た こ と,

心室細動に な っ て い ない こ とか ら可能性と して は

迷走神経反射 の ほう が高い と考えられる . 迷走神

経反射の うち心停止 にまで至 るもの は 0 .0 45 % で

あ る とされ る .

6 　 ラ ッ ト 脊 髄 後 角 に お け る σ （ シ グ マ ） 受 容 体

作動薬の作用―P a r t  2―
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♂ 受容体 は学習記憶, 精神疾患, 痔痛制御 など

に関与する とい われて い る . そ こ で痔痛に対する

作用 を調 べ るため に電気生理学的手法を用 い て実

験を行 っ た .

【方法】 ラ ッ トを用 い て腰髄より後根付き脊髄

ス ライ ス標本を作製 し, ホ
ー ル セ ル バ ッ チ ク ラ ン

プ法 にて , 脊髄後角第Ⅰ層神経細胞か ら後根の 電

気刺激に より誘起 され た興 奮性 シ ナ プス 後電流

( e v o k e d E P S C) を記録 した . ♂ 受容体選択的ア

ゴ ニ ス トの ( ＋)
-

p e n t a z o ci n e を濯流投与したと

普, e v o k e d E P S C が どの よ うに変化す るか 調 べ

た .




